
『
植
物
は
む
ず
か
し
く
て
面
白
い
』 

 

花
壇
の
水
の
管
理
が
む
ず
か
し
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
園
芸
の
花
は
世
界
各
地

か
ら
来
て
い
る
の
で
必
要
な
水
の
量
は
原

産
地
の
環
境
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
例

え
で
す
が
、
多
肉
植
物
は
あ
ま
り
水
を
必

要
と
し
ま
せ
ん
。
ア
ジ
サ
イ
は
水
が
大
好

き
で
す
。
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
は
乾
燥
気
味
で

元
気
で
す
。
少
し
の
水
で
済
む
花
に
水
を

た
く
さ
ん
与
え
る
と
根
腐
れ
な
ど
の
も
と

に
な
り
、
水
の
好
き
な
植
物
に
水
を
与
え

な
い
と
し
お
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
日

な
た
が
好
き
、
乾
燥
気
味
が
好
き
、
日
陰

が
好
き
、
な
ど
の
花
を
そ
の
よ
う
な
場
所

へ
植
え
る
の
は
基
本
で
す
。
水
や
り
は
、

表
面
の
土
が
乾
く
ま
で
待
ち
、
根
の
先
へ

届
く
ま
で
た
っ
ぷ
り
水
を
や
り
ま
す
が
、

い
つ
も
水
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
と
根
が
発
達

し
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
植
物
も
楽
を
し

て
し
ま
う
の
で
す
。
面
白
い
で
す
ね
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

七
月
の
公
園
整
備
は
五
日
（
日
）、
十
九

日
（
日
）
の
二
回
で
す
。
潅
水
、
除
草
、

施
肥
、
清
掃
作
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

○ 

七
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
八
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
六
日
（
日
）
で
す. 

町
内
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
公
園
の
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
楽
し
い
活

動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

 
 

 

静岡市の花「タチアオイ」！ 

 

六
月
二
十
一
日
（
日
）
朝
か
ら
小
雨
が
降

る
中
、
県
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
緑
化
グ
ル
ー
プ

支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子
供
会
と
の
共

催
で
花
壇
へ
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
植
栽
、
街
路
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
作
業
途
中
で
雨
足
が
強
く
な

り
、
子
供
さ
ん
達
に
は
早
め
に
作
業
を
打
ち

切
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
父
母
と
会
員

に
よ
っ
て
作
業
が
順
調
に
進
み
、
四
百
ポ
ッ

ト
の
花
苗
を
短
時
間
で
植
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
花
壇
が
ま
た
賑
や
か
に
な
り
ま

し
た
の
で
ぜ
ひ
公
園
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 

第 122 号 
2015.6.16 

お母さんご苦労様！ 

雨に濡れながら！ 

ガクアジサイ！ 

ひと株づつ丁寧に植えてね！ 


